
あ
っ
た
こ
と
が
灯
ら
れ
る

薬
種
屋
合
薬
屋
仲
間
は
．
地
域
別
に
し
く
づ
か
の
組
に
分
か
れ
て
し
た
と
み
ら
れ
る
が
、
菖
上
・
宿
前
面
謝
伍
諜
老
力
雇
し
て
↓
た
今

住
組
に
つ
い
て
は
、
幕
末
の
状
況
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
表
３
は
今
住
組
の
仲
間
人
数
を
示
し
た
も
の
だ
が
、
株
仲
間
の
再
興
令

（
天
保
の
改
革
で
株
仲
間
の
解
散
が
命
じ
ら
れ
た
）
が
出
た
一
八
五
一
年
（
嘉
永
四
）
以
降
急
速
に
増
え
て
い
る
の
が
目
を
ひ
く
、
お
そ
ら
く
は

配
置
売
薬
の
興
隆
と
か
か
わ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
一
八
六
○
年
念
函
芭
当
時
高
田
組
で
は
一
二
○
人
の
薬
種
屋
合
薬
屋
の

開
の
動
向
か
ら
ゑ
て
、
江

一
七
八
一
年
（
天
明
元
）

ｈ
１
仏
》
沙
・
刃
↑
屈
可
例
浅
〕
易
過
て
↓
・
た
も
と
ｂ
鱈
ズ
ょ
月
〆

’
七
八
一
笠
‐
戸
ま
り
流
』
手
課
溜
二
屋
舎
毎
弾
｛
屋
咽
澗
寺
謬
泣
伍
一
卿
唖
は
力
陛
瓦
弓
犬
と
き
奇
”
て
に
垂
笹
辰
町
、
て
こ
三
ｊ
グ
ー
個
寸
《
に
‐
ブ
ノ
‐
ノ
グ
．
当
到
弔
力
圃
茂

り
、
一
七
九
○
年
（
寛
政
二
）
に
は
在
方
の
仲
間
は
二
七
人
に
増
加
し
て
い
る
（
綴
家
）
。
一
八
世
紀
の
後
半
、
大
和
の
売
薬
業
は
か
な

心
丹
や
陀
羅
尼
助
を
別
に
す
れ
ば
、
大
和
売
薬
業
の
一
般
的
な
成
立
時
鰯
は
、
１

開
の
動
向
か
ら
ゑ
て
、
江
戸
中
期
に
こ
れ
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

売
薬
業
さ
き
に
み
た
よ
う
に
『
日
本
薬
業
史
』
は
、
享
保
期
（
混
一
毒
）
以
後
の
大
和
の
名
薬
と
し
て
、
米
田
の
三
光
丸
と

の
展
開
藤
井
の
陀
羅
尼
助
を
あ
げ
て
い
る
が
、
三
光
丸
と
並
ん
で
同
じ
今
住
村
（
現
御
所
市
）
の
中
嶋
の
蘇
命
散
も
著
名
で
あ

っ
た
。
三
光
丸
の
創
製
は
鎌
倉
末
元
応
年
間
と
伝
え
る
が
、
『
南
蔦
城
郡
誌
』
は
安
永
年
間
（
屈
鮭
）
の
創
製
と
し
、
『
大
和
売
薬
史
』

に
よ
れ
ば
、
蘇
命
散
の
創
製
は
一
六
八
九
年
（
元
禄
二
）
と
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
薬
に
つ
い
て
は
創
製
年
代
を
明
ら
か
に
し
な
い
が
、
豊

心
丹
や
陀
羅
尼
助
を
別
に
す
れ
ば
、
大
和
売
薬
業
の
一
般
的
な
成
立
時
期
は
、
大
和
に
お
け
る
薬
種
生
産
の
発
展
や
全
国
的
な
薬
業
の
展

３
垂
欠
謂
盃
弄
α
犀
願
副
岡
と
蒸
削
星
に
二
筑
謂
オ

へ

文並
書川
…
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表3今住組薬種・薬合屋数 り
で
あ
る

｡●』③-匹■

↓
ず

郡
郡
一

市
上
一
計

高
葛
》

一一エ

ー
３
》
４
》一一句

4

27

31

－

5

30

35

◎

八
六
三
年
（
文
久
三
）
の
今
住
組
に
属
す
る
業
者
（
吉
野
郡
大
岩
村
の
一
人
を
含
め
て
九
三
人
）
の
分
布
を
示
す
と
、
図
２
の
と
お

嘉永4(ﾛ
(1851） ◆●●●●｡■■■■■■■■■■■■●●■｡■｡●I

高市郡

蔦上郡

計

申◆●》

１
８
－
９

－

1

12

13

9

46

55

屯

１
６
－
７

１
６
－
７

安政7(2
（万延元）

(1860）

聯|斗妻J
13

47
，■●●■●●｡早●①■争口申●申由●●

16

76

92

文久3131
(1863）

60(4)

注(1)嘉永4年6月「今住組薬種合薬渡世人印形帳」（米田家文書，『資料編』
不収録）

(2)『資料編』1－2－五米田家文書一

(8)『資料編』1－2一五米田家文書二（葛上郡合薬屋6人脱落）

（4）他に吉野郡1名

至大和岡田聞田

図
２
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
今
住
組
の
業
者
分
布

厭
罷
李
謂
踊
議
趨
雛
裳
雛
迩

ブ
，
〃

ブ
，
〃

H

J

H

Ll

鶏
蟻 １

２
６
凪

殴
租
圃

圃
繋
蕊

襲
和
合

△
Ｏ
●

§
６
画

圃
繋
蕊

襲
和
合

△
Ｏ
●

１
２
６
凪

殴
租
圃

圃
繋
蕊

襲
和
合

△
Ｏ
●

謹屑

鰯鰯鰯

謬噌 I

坂

下i下i

至五身
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合
薬
屋
は
、
の
ち
の
史
料
に
一
‐
私
儀
（
中
嶋
太
兵
衛
）
先
祖
よ
り
百
姓
作
間
に
合
薬
商
売
仕
り
」
露
報
謹
文
）
一
‐
私
儀
（
越
部
村
要
助
）
御
高

二
十
五
石
余
所
持
百
姓
相
続
罷
り
在
り
、
先
年
よ
り
作
間
稼
に
合
薬
商
売
仕
来
り
」
（
同
五
）
と
あ
る
よ
う
に
、
農
家
の
副
業
と
し
て
始
め

た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
と
承
ら
れ
る
。
さ
き
に
承
た
よ
う
に
多
く
の
場
合
複
数
の
薬
を
調
製
し
た
が
、
若
干
の
奉
公
人
を
使
用
す
る

ふ
る
い

合
薬
屋
に
お
い
て
も
、
製
薬
は
家
内
手
工
業
の
域
を
脱
せ
ず
、
生
産
要
具
も
薬
研
・
臼
・
乳
鉢
・
押
板
＠
筋
・
製
丸
器
な
ど
ご
く
簡
単
な

薬
剤
の
調
製
に
あ
た
っ
た
の
が
合
薬
屋
だ
が
、
中
に
は
今
住
の
米
田
家
や
中
嶋
家
の
よ
う
に
薬
種
屋
を
兼
ね
る
場

合
薬
合
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
多
く
の
合
薬
屋
は
、
薬
種
屋
か
ら
原
料
を
得
て
製
薬
に
従
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
薬

種
屋
は
、
国
産
の
薬
種
の
ほ
か
、
大
坂
道
修
町
の
薬
種
問
屋
か
ら
唐
薬
な
ど
も
仕
入
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
国
産
の
薬
種
の
み
を
取
扱
う

者
を
と
く
に
和
薬
種
屋
と
呼
ん
で
区
別
し
て
い
る
。

臼石

そ
の
製
法
は
い
わ
ゆ
る
一
‐
家
伝
」
一
‐
家
法
」
で
あ
り
、
秘
法
と
し
て
他
に
洩
れ
る
こ
と
は
厳

重
に
警
戒
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
分
家
に
際
し
て
も
「
別
帳
薬
法
之
儀
〈
一
子
相
伝
之
書

二
候
へ
〈
他
見
他
言
決
し
て
致
間
舗
事
」
舞
鶴
密
の
一
条
が
指
示
さ
れ
て
い
た
し
、
奉
公
の

場
合
も
「
御
家
法
之
儀
〈
決
而
他
言
仕
間
舗
候
事
」
翁
二
）
「
相
定
年
季
滞
り
無
く
相
勤
め
、

御
暇
給
り
候
後
に
て
も
、
又
は
不
奉
公
仕
り
候
共
、
当
国
ハ
勿
論
何
国
に
て
も
同
商
売
い
た
し

申
間
舗
候
事
」
調
三
）
な
ど
と
明
記
し
た
一
札
を
入
れ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
一

五
歳
か
ら
丸
一
三
年
の
奉
公
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て
そ
の
父
親
が
「
同
商
売
ハ
当
国
ハ
勿
論
何

国
二
て
も
決
し
て
致
さ
せ
間
敷
候
」
と
一
札
を
入
れ
た
例
も
あ
る
調
乙
。

も
の
で
あ
っ
た
（
大
量
の
薬
種
を
粉
末
に
す
る
た
め
、
水
車
を
利
用
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
）
。
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薬
種
屋
合
薬
屋
大
和
に
お
け
る
売
薬
業
の
発
展
を
背
景
に
、
一
七
八
一
年
（
天
明
元
）
奈
良
北
袋
町
の
藤
兵
衛
と
広
瀬
郡
箸
尾
村
（
現

株
仲
間
広
陵
町
）
の
太
兵
衛
の
両
人
が
、
薬
種
屋
合
薬
屋
組
合
株
の
結
成
を
奈
良
奉
行
に
願
い
出
た
（
器
謹
詮
翻
篠
」
）
。

翌
八
二
年
の
奈
良
奉
行
堀
田
相
模
守
の
伺
書
翁
鐸
家
）
に
よ
れ
ば
、
Ｈ
所
に
よ
っ
て
薬
種
の
値
段
な
ど
に
高
下
が
あ
る
な
ど
取
引
が
ま
ち

ま
ち
な
の
で
、
両
人
を
組
合
頭
と
し
て
取
締
り
、
不
良
の
薬
種
や
和
薬
を
調
べ
紛
わ
し
い
も
の
が
あ
れ
ば
組
合
頭
か
ら
訴
え
さ
せ
る
よ
う

に
す
る
、
ロ
仲
間
の
薬
種
屋
・
合
薬
屋
か
ら
毎
年
一
五
匁
ず
つ
差
出
さ
せ
、
そ
の
う
ち
半
分
は
冥
加
金
と
し
て
納
め
さ
せ
、
残
金
は
諸
入

用
と
し
て
両
人
に
と
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
在
方
の
業
者
九
八
人
は
同
意
し
て
い
る
が
、
奈
良

町
の
二
三
人
が
別
株
を
希
望
（
冥
加
金
と
し
て
銀
一
○
枚
ず
つ
を
納
め
る
）
、
願
人
の
藤
兵
衛
・
太
兵
衛
両
人
も
支
障
が
な
い
と
い
っ
て
い
る

の
だ
が
如
何
が
し
た
も
の
や
ご
意
向
を
伺
い
た
い
と
し
て
い
る
。
藤
兵
衛
・
太
兵
衛
両
人
か
ら
の
願
は
一
七
八
三
年
（
天
明
三
）
五
月
に
許

可
さ
れ
た
。
奈
良
町
の
業
者
を
別
株
と
し
て
在
方
業
者
九
八
人
に
よ
る
薬
種
屋
合
薬
屋
株
仲
間
が
結
成
さ
れ
、
藤
兵
衛
・
太
兵
衛
両
人
が

組
合
頭
Ｉ
仲
間
取
締
に
な
っ
て
冥
加
金
七
三
五
匁
（
一
人
一
五
匁
宛
、
一
四
七
○
匁
の
半
分
）
を
納
め
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
（
響
文
）
・

天
保
の
改
革
で
株
仲
間
は
い
っ
た
ん
解
散
さ
れ
る
が
、
一
八
五
一
年
（
嘉
永
四
）
再
興
令
が
出
て
文
化
年
間
以
前
の
状
態
に
復
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
再
興
令
を
う
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
者
が
渡
世
筋
の
現
況
を
奈
良
奉
行
に
届
け
、
薬
種
株
・
合
薬
株
は
、
質
屋
株
・
三
商
売

株
（
古
手
、
古
鉄
、
古
道
具
）
と
と
も
に
旧
に
復
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
株
仲
間
の
再
編
が
す
す
む
過
程
で
、
こ
ん
な
事
件
が

お
こ
っ
て
い
る
。
そ
の
背
後
に
、
株
仲
間
の
停
止
中
、
旧
仲
間
以
外
に
新
興
の
業
者
が
台
頭
し
て
き
て
い
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。
一

八
五
四
年
霊
酔
芯
奈
良
北
袋
町
の
墨
屋
助
蔵
（
薬
種
名
目
銀
の
貸
付
な
ど
し
て
い
た
ら
し
い
）
が
、
薬
種
渡
世
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
薬

種
屋
合
薬
屋
組
合
頭
に
な
っ
た
の
を
い
い
こ
と
に
、
新
規
に
和
薬
株
の
結
成
を
企
て
、
こ
れ
に
加
わ
ら
な
い
薬
種
屋
に
は
（
も
と
の
薬
種
屋

合
薬
屋
仲
間
の
者
で
あ
っ
て
も
）
百
姓
か
ら
一
根
た
り
と
も
薬
種
を
売
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
し
た
ば
か
り
か
、
質
屋
並
三
商
売
組
頭
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と
こ
ろ
が
助
蔵
は
、
こ
の
約
定
に
背
い
て
和
薬
株
の
木
札
を
つ
く
叉
そ
の
鑑
札
料
を
と
る
と
と
も
に
手
先
の
年
行
司
と
馴
合
い
年
八

諸
入
用
を
き
び
し
く
取
立
て
よ
う
と
し
た
ら
し
く
、
翌
一
八
五
五
年
（
安
政
二
）
二
月
、
ま
た
も
惣
代
庄
屋
か
ら
五
篠
代
官
所
へ
陳
情
に
及

ん
で
い
る
金
蕊
家
）
。
翌
五
六
年
十
二
月
、
蛇
穴
村
年
寄
平
右
衛
門
と
御
所
町
年
寄
伊
右
衛
門
の
両
人
が
取
扱
人
と
な
っ
て
追
約
定
が
か

わ
さ
れ
、
㈲
助
蔵
手
先
の
年
行
司
で
不
都
合
の
者
は
差
替
え
る
こ
と
、
口
新
鑑
札
か
ら
画
の
小
印
を
除
き
、
国
産
薬
種
一
業
に
限
っ
て
新

規
の
稼
人
を
認
め
、
「
仲
間
先
規
仕
来
之
通
取
締
」
る
こ
と
で
和
談
が
整
い
、
其
他
に
つ
い
て
は
、
源
兵
衛
の
取
扱
い
で
取
交
わ
し
た
一

札合薬鑑

の
奈
良
橋
本
町
の
庄
作
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
の
息
の
か
か
っ
た
者
を
年

行
司
に
た
て
て
年
八
諸
入
用
な
ど
多
額
の
金
銭
を
取
立
て
よ
う
と
し
た
の

で
あ
る
（
蕊
家
）
。
こ
れ
に
対
し
、
天
領
の
村
盈
か
ら
五
像
代
官
所
に
反

対
の
陳
情
が
あ
り
、
五
篠
表
御
用
達
源
兵
衛
の
取
扱
い
で
、
八
月
、
助
蔵

と
詰
合
惣
代
（
大
庄
屋
格
の
者
で
奉
行
所
に
詰
め
た
）
と
の
間
で
お
よ
そ
次
の

よ
う
な
約
定
が
ま
と
ま
り
霞
蓋
）
、
一
件
は
落
着
し
た
か
に
み
え
た
。

一
、
助
蔵
の
手
先
の
年
行
司
を
断
わ
り
、
助
蔵
と
惣
代
庄
屋
が
相
談
の

う
え
年
行
司
を
決
め
る
こ
と

一
、
冥
加
金
は
新
た
に
決
っ
た
年
行
司
が
取
集
め
て
助
蔵
に
納
め
る
こ

と
。
諸
入
用
銀
も
助
蔵
に
納
め
る
こ
と

一
、
新
規
に
和
薬
組
合
を
つ
く
ら
な
い
こ
と

一
、
薬
種
先
銀
と
い
っ
て
先
貸
し
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
こ
と

50



第2章大和売薬の成立と展開

こ
う
し
て
助
蔵
が
企
て
た
新
規
の
和
薬
種
仲
間
は
、
そ
の
結
成
を
染
る
こ
と
な
く
終
り
、
新
た
に
台
頭
し
一
て
き
た
業

仲
間
規
約
者
も
加
え
て
、
以
前
の
薬
種
屋
合
薬
屋
仲
間
の
再
編
を
染
た
も
の
と
ゑ
ら
れ
る
（
天
明
の
株
仲
間
結
成
の
と
き
の
こ
と
は

わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
と
き
に
南
都
薬
種
取
締
所
が
設
け
ら
れ
た
ら
し
く
、
助
蔵
が
組
合
取
締
に
就
任
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
）
。
程
な
く
そ
の
組

織
を
か
た
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
、
一
八
六
○
年
金
窪
む
二
月
仲
間
規
約
を
定
め
、
大
和
国
中
の
仲
間
一
同
が
組
ご
と
に

こ
れ
に
連
印
し
て
い
る
。
今
住
組
と
高
田
組
の
「
国
中
組
合
取
極
連
印
帳
」
が
残
さ
れ
て
い
る
が
識
緬
霊
垂
篭
）
、
今
住
組
の
場
合
、
薬

種
屋
九
人
、
和
薬
種
屋
一
三
人
？
合
薬
屋
五
五
人
、
計
七
七
人
が
名
を
連
ね
、
高
田
組
の
場
合
は
一
二
○
人
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
そ
の

種
屋
九
人
、
和
薬
種
屋
一
三
人
、
合
薬
屋
五
五
人
、
計
七
七
‐

規
約
の
要
点
を
摘
記
す
れ
ば
、
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

八
五
四
年
（
安
政
元
）
八
月
の
約
定
を
守
る
と
い
う
こ
と
で
落
着
し
た
盆
蕃
）
。

一
、
公
議
か
ら
仰
出
さ
れ
た
趣
意
を
守
る
べ
き
は
勿
論
、
南
都
薬
種
取
締
所
か
ら
の
定
法
書
の
通
仲
間
一
統
不
作
法
の
な
い
よ
う
に
す

一
、
近
来
和
漢
薬
種
売
買
の
定
法
が
く
ず
れ
、
近
薬
は
至
っ
て
下
直
に
、
素
人
に
分
り
か
ね
る
遠
薬
は
高
直
に
な
っ
て
い
た
り
、
目
方

が
不
足
し
た
り
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
不
正
の
売
買
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

一
、
近
年
斤
目
不
同
に
つ
き
京
・
大
坂
の
定
法
の
通
り
に
調
製
、
一
斤
弐
百
匁
と
す
る
こ
と

一
、
近
年
人
参
そ
の
ほ
か
唐
薬
に
似
せ
た
紛
ら
わ
し
い
品
を
売
り
ま
わ
る
者
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
不
正
薬
種
は
人
命
に
か
か
わ
る
こ
と

だ
か
ら
、
組
合
で
念
を
入
れ
、
そ
ん
な
手
合
い
が
あ
れ
ば
年
行
司
惣
代
へ
届
出
る
こ
と

一
、
他
国
の
医
家
に
対
し
薬
種
の
商
い
を
し
た
り
、
他
国
か
ら
当
国
へ
来
て
薬
種
な
ど
直
売
り
を
す
る
こ
と
は
禁
止
の
取
極
め
に
な
っ

て
い
る
の
に
、
近
来
他
国
商
人
が
入
り
込
承
医
家
そ
の
他
に
直
売
り
す
る
者
が
い
る
。
そ
の
よ
う
な
商
人
は
見
つ
け
次
第
住
所
氏

一
ベ
ー
ー
￥
声
）
シ
」
，
〆
〕
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一
、
薬
種
屋
・
合
薬
屋
の
使
用
人
で
、
奉
公
を
や
め
た
り
年
季
を
済
ま
し
た
者
は
、
先
主
と
応
対
の
う
え
で
な
い
と
召
抱
え
て
は
な
ら

と ん
、
一
死
場
置
合
失
て
仙
伍
翼
を
討
議
し
た
り

Ｊ帳

一
、
薬
種
並
に
合
薬
株
で
山
方
へ
直
買
し
た
り
他
国
へ
出
荷
す
る
な

印連極
ど
、
和
薬
種
屋
の
差
支
え
に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
こ
と

取中

一
、
組
合
仲
間
以
外
の
者
を
手
先
に
使
っ
た
り
、
奉
公
人
と
偽
っ
た
り

国ｒ

し
て
和
薬
種
を
買
廻
ら
せ
て
い
る
者
が
あ
る
が
、
こ
う
い
う
こ
と

組住

は
絶
対
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
奉
公
人
の
手
が
足
り
な
い
と
き

今ｊＯ

は
、
同
じ
渡
世
の
者
に
中
買
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

６８１

－
、
合
薬
仲
間
の
者
は
薬
を
調
合
し
て
販
売
す
る
ほ
か
、
薬
種
・
染
料

く年政
・
絵
能
具
・
香
具
・
砂
糖
類
の
小
売
渡
世
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
た

７安

め
仲
間
の
差
支
え
に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と

一
、
合
薬
仲
間
の
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
家
伝
之
秘
法
売
弘
之
薬
」
と

同
じ
銘
柄
や
紛
ら
わ
し
い
薬
は
互
い
に
差
控
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ

値
下
げ
競
争
を
す
る
よ
う
な
こ
と
は
慎
み
、
互
に
「
実
意
正
路
」
に
商
売
す
る
こ

名
を
聞
取
っ
て
届
出
る
こ
と

●

一
、
薬
種
並
に
合
薬
株
を
も
っ
て
、
薬
店
同
様
に
医
家
へ
商
い
を
し
な

い
こ
、
と

52



第2章大和売薬の成立と展開

な
お
一
八
六
三
年
（
文
久
三
）
の
今
住
組
「
組
合
取
極
連
印
帳
」
も
残
さ
れ
て
い
る
が
金
銅
毒
、
こ
れ
に
は
、
Ｈ
取
締
所
印
鑑
手
板

を
持
た
な
い
他
国
商
人
に
は
、
薬
種
・
合
薬
類
を
自
侭
に
売
廻
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
、
口
当
国
の
薬
種
屋
は
、
無
株
の
者
に
漢
蘭
薬
種
類

を
売
込
象
、
素
人
に
買
持
た
せ
て
は
な
ら
な
い
、
国
組
合
外
の
素
人
で
ひ
そ
か
に
漢
蘭
薬
や
和
薬
種
類
を
買
持
し
た
り
、
質
流
れ
と
い
つ

じ
か
梶

て
売
る
者
が
あ
れ
ば
、
年
行
司
か
ら
申
出
よ
、
脚
他
国
の
者
を
手
引
き
し
て
地
方
・
山
方
を
ま
わ
っ
て
直
買
さ
せ
た
り
、
素
人
で
和
薬
類

の
売
買
に
従
う
者
が
あ
れ
ば
年
行
司
か
ら
取
締
所
へ
申
出
よ
、
脚
組
合
の
外
紛
ら
わ
し
い
素
人
荷
物
の
運
送
で
も
め
ご
と
が
あ
る
よ
う
だ

が
、
そ
ん
な
こ
と
の
な
い
よ
う
荷
継
問
屋
に
交
渉
、
問
屋
で
届
先
な
ど
確
か
め
さ
せ
る
こ
と
、
脚
合
薬
組
合
で
は
前
を
か
ら
の
仕
来
り
を

守
り
、
和
薬
類
が
多
く
て
も
斤
売
・
両
売
を
し
て
は
な
ら
な
い
、
㈲
仲
間
に
加
入
し
て
い
な
い
他
国
売
薬
取
次
所
は
薬
の
取
次
を
し
て
は

な
ら
な
い
、
な
ど
と
あ
っ
て
、
仲
間
外
の
営
業
を
排
除
し
て
仲
間
の
独
占
的
営
業
を
守
ろ
う
と
す
る
事
項
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。

一
』
ロ
ロ
． 一
、
薬
種
の
売
掛
代
銀
不
払
い
の
向
き
が
あ
る
が
、
そ
の
者
に
つ
い
て
は
仲
間
へ
披
露
し
て
勘
定
を
す
ま
す
ま
で
互
に
商
内
を
差
控
え

一
、
薬
種
札
を
譲
り
受
け
た
場
合
に
は
、
行
司
に
届
け
、
仲
間
に
披
露
の
う
え
取
締
所
に
申
出
る
こ
と
。
仲
間
振
舞
料
二
両
は
年
行
司

席
し
な

国
中
の
年
行
司
の
参
会
は
、
毎
年
二
月
八
日
と
定
め
て
い
る
が
、
そ
の
参
会
費
・
旅
費
と
し
て
薬
種
屋
は
銀
五
匁
、
和
薬
種
屋
・

合
薬
屋
は
二
分
五
厘
を
毎
年
九
月
に
行
司
ま
で
届
け
る
こ
と
。
年
行
司
に
差
支
え
が
あ
れ
ば
、
確
か
な
名
代
を
出
し
て
決
し
て
欠

》
一
③
シ
」
Ｌ
色

れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

な
い
こ
と
。
ま
た
、
奉
公
人
の
心
得
違
い
か
ら
持
出
し
た
品
物
だ
と
わ
か
っ
た
ら
、
そ
の
主
人
に
知
ら
せ
、
決
し
て
こ
れ
を
買
入

へ
出
金
す
る
こ
と

い

こ

と
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ヨ
汀
管
口
卿
処
津
川
吋
降
Ｐ
い
い
詞
凋
プ
ロ
型
鵡
Ⅲ
ル
フ
ノ
鍋
〃
罰
列
‐
房
司
州
挫

っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
大
和
売
薬
の
特
色
は
、
富
山
の
売
薬
同
様
、
そ
の
販
売
方
法
に
あ
っ
た
。
行
商
に
よ
る
配
置
売
薬
が
そ
れ

配
置
売
薬

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
金
売
に
対
し
侭
換
売
と
呼
ば
れ
た
も
の
で
、
「
半
年
乃
至
壱
年
前
之
ヲ
預
ヶ
置
、
后
チ
巡
廻

シ
テ
服
用
の
分
ノ
ミ
代
価
ヲ
取
集
ル
」
方
法
で
あ
る
（
雛
塗
一
瀧
蕊
綴
哩
）
。
す
な
わ
ち
、
売
子
と
称
せ
ら
れ
た
行
商
人
が
諸
国
の
顧

客
の
家
々
に
出
向
き
、
あ
ら
か
じ
め
数
種
の
薬
剤
を
選
ん
で
薬
箱
ま
た
は
薬
袋
に
入
れ
て
預
け
て
置
き
、
随
時
そ
の
家
の
服
用
に
供
し
、

翌
年
の
行
商
季
節
に
そ
の
家
に
出
向
き
、
さ
き
に
配
置
し
た
薬
箱
（
薬
袋
）
を
調
べ
、
服
用
し
た
分
の
代
価
を
受
取
り
、
そ
の
薬
剤
を
補
充

す
る
と
と
も
に
残
っ
た
分
に
つ
い
て
は
新
し
い
薬
と
引
き
か
え
、
配
置
を
継
続
し
て
い
く
一
種
の
掛
売
制
度
で
あ
っ
た
。
医
療
施
設
が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
当
時
、
わ
け
て
も
農
山
村
や
漁
村
で
は
、
一
定
の
種
類
と
数
量
の
薬
を
常
備
す
る
こ
と
に
な
る
配
置
売
薬
は
、
緊
急
必

要
時
に
医
療
に
か
わ
る
役
割
り
を
果
た
す
と
と
も
に
、
病
気
に
対
す
る
日
ご
ろ
の
不
安
を
軽
減
す
る
こ
と
に
も
役
立
っ
た
。
ま
た
そ
の
掛

売
的
制
度
は
、
現
金
収
入
が
不
定
期
な
農
家
や
漁
民
に
と
っ
て
好
都
合
な
支
払
方
法
で
あ
っ
た
。
配
置
売
薬
の
社
会
的
意
義
は
、
大
き
か

こ
と
わ
る
ま
で
も
な
く
配
置
売
薬
の
先
駆
と
な
っ
た
の
は
富
山
で
あ
っ
た
。
富
山
の
売
薬
行
商
は
、
す
で
に
早
く
近
世
初
期
に
始
ま

り
、
一
六
九
○
年
（
元
禄
三
）
江
戸
城
中
で
、
藩
主
前
田
正
甫
が
反
魂
丹
に
よ
っ
て
三
春
城
主
の
腹
痛
を
な
お
し
た
事
件
を
契
機
に
（
居
合

せ
た
諸
大
名
が
国
元
へ
の
反
魂
丹
の
売
弘
め
を
懇
望
し
た
と
い
う
）
、
中
国
・
九
州
地
方
か
ら
全
国
へ
と
、
そ
の
行
商
圏
を
拡
大
し
て
い
っ
た
と
い

う
繍
鞠
瀬
）
。
大
和
の
場
合
は
富
山
に
比
べ
て
か
な
り
遅
れ
た
と
ゑ
ら
れ
る
が
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
始
っ
た
の
か
、
こ
れ
に
つ
い
て
物
語
る

史
料
は
な
い
。
し
か
し
、
一
八
一
三
年
（
文
化
一
○
）
市
尾
村
の
東
谷
善
七
郎
が
今
住
村
の
中
嶋
太
兵
衛
か
ら
家
伝
の
目
薬
を
東
国
へ
売
弘
め

さ
せ
て
も
ら
う
に
あ
た
っ
て
「
是
迄
御
弘
メ
被
成
候
当
国
者
勿
論
西
国
三
十
三
ヶ
国
〈
壱
軒
二
而
茂
相
改
メ
申
間
敷
候
」
と
一
札
を
入
れ

て
い
る
の
を
承
る
と
（
瀧
謬
、
す
で
に
こ
の
こ
ろ
に
は
、
大
和
売
薬
の
行
商
圏
は
、
西
国
三
十
三
か
国
は
も
と
よ
り
東
国
に
も
及
ぶ
よ
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祖
よ
り
百
姓
作
間
に
合
薬
商
売
仕
来
り
諸
国
へ
売
弘
メ
罷
有
」
と
述
べ
て
い
る
露
諜
文
）
。
も
ち
ろ
ん
、
製
薬
の
合
間
を
利
用
し
て
奉
公

人
に
も
行
商
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
。
奉
公
人
が
年
季
明
け
に
際
し
、
行
商
場
所
・
得
意
先
を
譲
り
受
け
、
売
子
と
し
て
独
立
す
る
場
合
も
あ

っ
た
。
一
八
七
五
年
（
安
政
四
）
の
史
料
に
よ
る
と
、
一
八
一
三
年
（
文
化
一
○
）
中
嶋
太
兵
衛
か
ら
東
国
へ
の
行
商
を
認
め
ら
れ
た
前
述
の

市
尾
村
善
七
郎
は
、
も
と
中
嶋
家
の
奉
公
人
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
際
、
中
嶋
家
家
伝
の
一
粒
千
金
丹
・
藤
本
目
薬
・
そ
め
い
さ
ん
の
う

．
の
れ
ん

ち
、
眼
薬
の
製
法
も
伝
授
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
暖
簾
分
け
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
一
八
六
○
年
（
万
延
元
）
の
一
札
に
も

「
私
惇
良
助
御
当
家
に
お
ゐ
て
長
を
御
召
使
下
さ
れ
、
其
上
此
度
讃
州
一
ヶ
国
当
家
様
合
薬
類
御
名
印
等
其
侭
二
而
売
弘
メ
仕
リ
度
旨
相
願

候
処
、
御
承
知
成
下
さ
れ
、
之
二
依
り
右
之
外
之
国
ヘ
ハ
決
し
て
入
込
申
間
舗
候
』
編
墾
鍵
文
）
と
あ
る
。
配
置
売
薬
が
さ
か
ん
に
な
る
に

つ
れ
て
、
農
閑
期
を
利
用
し
て
行
商
に
従
う
農
民
も
ふ
え
て
い
っ
た
。
小
農
民
に
と
っ
て
売
薬
行
商
は
、
恰
好
の
余
業
収
入
に
な
っ
た
か

う
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
東
国
が
ど
の
範
囲
を
指
し
て
い
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
一
八
五
七
年
（
安
政
四
）
の
太

兵
衛
と
善
七
郎
の
約
定
書
な
ど
に
「
東
三
拾
三
ヶ
国
」
と
承
え
る
か
ら
無
鵡
癖
文
）
、
遅
く
も
幕
末
の
こ
の
こ
ろ
に
は
ほ
ぼ
全
国
に
行
商

圏
が
ひ
ろ
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

合
薬
屋
の
経
営
が
製
薬
と
販
売
の
両
面
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
売
薬
行
商
に
は
、
は
じ
め
製
薬
業
者
自
身
が
出
向
い
た
で
あ
ろ
う
。

文
政
年
間
（
一
込
一
必
今
住
村
の
合
薬
屋
米
田
徳
七
郎
丈
助
が
播
磨
・
摂
津
・
和
泉
・
山
城
・
近
江
・
美
濃
・
尾
張
・
伊
勢
・
伊
賀
方
面

へ
積
極
的
な
行
商
を
試
み
、
大
い
に
販
路
を
ひ
ろ
げ
た
と
い
う
（
鵜
殿
城
）
。
同
じ
く
中
嶋
太
兵
衛
は
、
一
八
三
九
年
（
天
保
一
○
）
「
私
儀
先

候
処
、
御
垂

つ
れ
て
、
函

ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た
売
子
た
ち
は
、
は
じ
め
特
定
の
製
薬
業
者
Ｉ
合
薬
屋
の
薬
剤
の
み
を
う
け
て
行
商
に
赴
い
た
と
承
ら
れ
る
が
、
明
治
以
降
に

な
る
と
複
数
の
製
薬
業
者
か
ら
薬
剤
を
う
け
て
行
商
配
置
す
る
も
の
も
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
そ
れ
と
と
も
に
比
較
的
経
営
規
模
を
大
き
く
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し
た
製
薬
業
者
は
、
自
ら
行
商
に
出
か
狸

だ
い
に
分
化
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

と
こ
ろ
で
配
置
売
薬
の
運
営
の
中
心
を
な
し
た
の
は
得
意
帳
（
合
薬
仕
似
セ
帳
、
富
山
で
は
懸
物
帳
と
称
し
た
）
で
あ
っ

得
意
帳
た
。
こ
と
わ
る
ま
で
も
な
く
得
意
帳
は
、
売
場
得
意
先
を
記
入
し
た
帳
簿
だ
が
、
配
置
薬
の
得
意
先
ご
と
の
掛
帳
で

あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
配
薬
上
の
債
権
的
価
値
を
も
っ
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
の
承
な
ら
ず
得
意
帳
は
、
過
去
の
営
業
成
績
、
現
在
の
配

置
薬
価
、
将
来
の
売
薬
可
能
性
な
ど
の
暖
簾
的
価
値
を
あ
わ
せ
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
一
種
の
財
産
と
考
え
ら
れ
、

売
買
の
客
体
と
な
っ
た
。
た
と
え
ば
一
八
一
茜
年
（
天
保
五
）
の
中
嶋
家
の
「
分
家
譲
り
目
録
」
（
識
密
も
、

右
之
仕
込
弐
ヶ
年
分
銀
高
（
銀
高
記
戦
ナ
シ
）

合一

同
断

一
、
伊
州
一
国

千
七
百
四
拾
軒

但
し
阿
保
在
〈
本
家
附

一
、
山
城
木
津
在
長
池
在
宇
治
伏
見
迄

同
断

但
シ
京
都
並
二
波
瀬
方
八
幡
迄
〈
本
家
附

一
、
近
江
一
国
同
断

一
、
同
奈
良
山
中
蔀
融
拾
弐
軒

分
家
譲
り
状
目
録

一
、
当
国
宇
陀
郡

同
奈
良
山
中
洞
臓

自
ら
行
商
に
出
か
け
た
り
奉
公
人
を
行
商
に
遣
し
た
り
し
な
く
な
っ
て
い
く
わ
け
で
、
製
造
過
程
と
販
売
過
程
が
し

得
意
数

弐
百
五
拾
軒

（
含
以
《
下
略
）

毒
叩篭
I塁

得意帳

56



第2章大和売薬の成立と展開

と
し
う
属
に
得
意
先
し
た
か
竜

て
い
た
。
ま
た
、
た
と
え
ば
次
の

差
入
申
譲
り
証
文
之
事

〃
碑
、
ン
狂
応
謹
廼
鵜
穿
肺
Ⅷ
一
語
胆
ゴ
夢
覇
処

右
者
同
郡
森
脇
村
西
河
屋
源
之
助
名
前
に
て
売
弘
メ
来
り
候
処
、
今
般
要
用
二
付
其
許
へ
相
譲
り
、
礼
銀
と
し
て
銀
壱
貫
目
取
切
二
遣

彪
し
か

さ
れ
、
催
二
請
取
申
候
、
右
得
意
帳
面
残
ら
ず
相
渡
し
申
候
、
右
二
付
他
借
買
掛
り
等
決
し
て
御
座
無
く
候
、
尚
又
薬
名
は
勿
論
姓
名＆し

共
其
許
御
勝
手
二
御
用
ひ
成
さ
る
べ
く
候
、
然
ル
上
〈
源
之
介
名
代
治
良
兵
衛
儀
右
売
渡
場
所
ヘ
ハ
決
し
て
立
入
ら
せ
申
間
敷
候
、
若

心
得
違
二
て
入
込
候
節
ハ
我
等
方
ヨ
リ
省
略
致
し
、
少
し
も
御
差
支
等
致
さ
せ
申
間
舗
候
、
尚
外
方
よ
り
故
障
申
者
曽
て
御
座
無
く

ら
ら
あ
け

候
、
万
一
違
乱
妨
申
者
之
れ
有
り
候
ハ
バ
何
方
ま
で
モ
我
等
罷
出
、
急
度
塔
明
珊
も
御
損
難
相
懸
ヶ
申
間
敷
候

後
日
の
為
合
薬
仕
似
せ
譲
り
証
文
件
の
如
し

一
、
合
薬
仕
似
燕
聯
暇
帳
面
合
弐
拾
八
冊

天
保
八
酉
年
（
一
八
三
七
）

得
意
先
し
た
が
っ
て
そ
の
帳
面
を
、
合
薬
害
や
製
法
道
具
、
家
屋
舗
や
家
具
調
度
の
類
に
先
ん
じ
て
財
産
の
筆
頭
に
数
え

、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
証
文
癖
郵
華
文
）
を
取
り
か
わ
し
て
得
意
帳
の
売
買
が
行
わ
れ
た
。

今
住
村
太
兵
衛
殿

七
侭

蔦
上
郡
名
柄
村薬
屋
利
兵
衛
⑳

証

人同
弥
兵
衛
⑳
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る
。

配
置
行
商
を
富
山
の
売
薬
商
人
は
、
全
国
を
二
○
前
後
の
行
商
地
域
に
分
け
、
こ
れ
に
従
っ
て
関
東
組
・
五
畿
内
組
・
九
州
組
．

め
ぐ
っ
て
薩
摩
組
な
ど
と
い
う
風
に
仲
間
組
を
つ
く
り
、
旅
先
藩
と
の
交
渉
や
内
部
の
統
制
に
あ
た
っ
た
が
（
繍
鈍
額
）
、
大
和

売
薬
に
つ
い
て
は
、
そ
う
し
た
行
商
組
織
の
存
在
に
つ
い
て
物
語
る
史
料
は
な
い
。
富
山
売
薬
の
場
合
は
藩
の
積
極
的
な
保
護
が
あ
っ
た

が
、
大
和
の
場
合
は
、
大
名
領
の
ほ
か
幕
府
領
・
旗
本
領
・
寺
社
領
な
ど
が
錯
綜
し
て
い
て
、
売
薬
に
対
す
る
領
主
の
統
一
的
な
保
護
が
得

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
富
山
で
は
仲
間
組
の
仕
事
で
あ
っ
た
旅
先
藩
と
の
交
渉
な
ど
も
、
大
和

元
治
二
、
三

二
八
六
五
）

明
治
三
、
六

（
一
八
七
○
）

天
保
八
、
二

（
一
八
三
七
）

天
保
八
、
七

天
保
七
、
四

（
一
八
三
六
）

天
保
七
、
九

こ
う
し
た
得
意
帳
の
売
買
に
つ
い
て
の
史
料
は
、
わ
ず
か
し
か
残
っ
て
い
な
い
が
、
中
嶋
家
文
書
に
よ
れ
ば
表
４
の
五
例
が
翠
ら
れ

年
月
一
売
主
一
買

表
４
得
意
帳
の
売
買
例

綿
屋
嘉
右
衛
門

大
坂
天
澗
天
神
表

某

今
住
村
太
兵
衛

葛
上
郡
名
柄
村

薬
屋
利
兵
衛

今
住
村
太
兵
衛

今
住
村
勝
右
衛
門

中
島
太
右
衛
門

和
洲
薬
屋
太
兵
衛

紀
州
切
目
本
村

沢
井
雄
元

今
住
村
太
兵
衛

紀
測
謹
垂
謬
麺
癖
村

今
住
村
太
兵
衛

主
一
売
場
先
・
得
憾
瞳
卜
帳
畷
吟
Ｉ
Ｉ
‐
」
ｌ
肺
鰐
恥
岬
」
ｌ
聯
１
１
１
１
膳

大
坂
並
近
在
播
州
路
三
○
○
○
軒

大
坂
並
近
在
摂
州
路
二
五
○
○
軒
帳
面

（
紀
州
）
在
田
・
日
高
両
郡
一
二
冊

摂
河
泉
・
播
州
・
備
前
二
八
冊

吉
野
郡
十
津
川
郷
・
川
上
郷

紀
州
熊
野
一
円
二
冊

備
前
国
岡
山
並
隣
在
二
○
○
○
軒五
冊

銀
二
貫

銀
二
貫

六
○
両

銀
一
貫

二
六
○
両

一
一
両

判
木
諸
道
具
共

判
木
諸
道
具
共

家
伝
薬
法
雷
抜
一
通
共

薬
法
伝
授
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第2章大和売薬の成立と展開

で
は
個
々
の
業
者
が
こ
れ
に
あ
た
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
八
五
○
年
（
嘉
永
三
）
中
嶋
太
兵
衛
か
ら
常
宿
の
宇
左
衛
門
と

連
名
で
、
そ
の
土
地
は
不
明
だ
が
行
商
場
所
の
責
任
者
と
み
ら
れ
る
切
目
屋
市
大
夫
と
新
屋
八
郎
に
宛
て
た
指
入
一
札
が
残
さ
れ
て
い
て

癖
識
嘩
文
）
、
そ
こ
に
は
、
㈲
不
正
薬
や
粗
薬
を
つ
く
っ
て
売
ら
な
い
こ
と
、
○
当
所
へ
入
込
次
第
毎
年
一
定
の
冥
加
銀
を
納
め
る
こ
と
、

同
仲
間
の
売
薬
上
包
を
使
っ
た
り
し
な
い
こ
と
、
四
得
意
先
へ
格
別
の
代
価
を
求
め
た
り
し
な
い
こ
と
、
と
あ
る
。

こ
の
中
嶋
家
が
、
紀
州
へ
の
売
薬
行
商
に
頑
て
個
人
的
に
交
渉
に
あ
た
っ
た
こ
と
を
物
語
る
一
連
の
文
書
が
あ
る
（
燕
密
。
す
で

に
文
政
初
年
今
蝿
一
荊
）
ご
ろ
に
は
紀
州
へ
行
商
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
程
な
く
吉
野
郡
越
部
村
の
親
類
要
助
に
、
薬
法
と
と
も
に
紀
州
の

得
意
帳
を
譲
っ
た
と
い
う
。
越
部
村
が
紀
州
藩
領
だ
っ
た
の
で
、
紀
州
へ
の
売
薬
行
商
に
は
要
助
を
使
う
の
が
得
策
で
あ
る
と
考
え
た
の

で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
一
八
二
六
年
（
文
政
九
）
紀
州
藩
が
「
他
国
売
薬
人
御
差
留
」
の
措
置
を
と
っ
た
と
き
も
、
要
助
か
ら
願
出
て

引
続
き
行
商
が
認
め
ら
れ
、
太
兵
衛
か
ら
越
部
村
役
人
宛
世
話
料
と
し
て
毎
年
銀
四
三
匁
を
差
出
す
こ
と
に
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
実
際

に
は
、
要
助
は
製
薬
を
行
わ
ず
、
中
嶋
家
の
薬
を
太
兵
衛
・
要
助
お
よ
び
要
助
の
甥
幸
介
が
「
相
互
廻
在
」
し
て
配
置
し
て
い
た
ら
し

い
。
一
八
二
八
年
、
要
助
は
た
ん
に
取
次
売
を
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
お
各
め
が
あ
り
、
以
後
は
要
助
が
「
手
製
二
仕
り
売
出
申

候
」
と
い
う
詫
を
入
れ
、
つ
い
で
三
○
年
に
は
紀
州
藩
の
き
ま
り
に
従
っ
て
岩
出
ロ
銀
を
上
納
す
る
こ
と
を
申
出
て
、
昨
年
農
事
多
忙

に
つ
き
中
絶
し
た
紀
州
へ
の
廻
在
を
願
出
て
い
る
。
太
兵
衛
が
幸
助
と
偽
っ
て
行
商
に
ま
わ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
く
、
三
一
年
（
天

保
二
）
詫
状
を
差
出
し
た
り
も
し
て
い
る
。
特
別
な
例
か
も
し
れ
な
い
が
、
売
薬
行
商
を
め
ぐ
る
苦
労
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ

る
く

ま
た
、
富
山
の
よ
う
な
仲
間
に
よ
る
強
力
な
統
制
が
な
か
っ
た
の
で
、
行
商
地
域
へ
の
割
込
み
や
得
意
先
の
争
奪
も
起
り
が
ち
だ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ま
た
中
嶋
家
文
書
（
一
、
二
）
に
よ
る
の
だ
が
、
さ
き
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
一
八
一
三
年
（
文
化
一
○
）
市
尾
村
善
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富
山
売
薬
す
で
に
承
た
よ
う
に
大
和
の
配
置
売
薬
は
、
富
山
の
よ
う
に
藩
の
保
護
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
し
、
富
山
商
人
の
一
あ

と
の
協
定
と
を
追
っ
て
得
意
先
を
ひ
ろ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
困
難
や
苦
労
も
多
か
っ
た
と
察
せ
ら
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
大
和
の
業
者
は
、
そ
う
し
た
困
難
を
乗
り
こ
え
て
、
幕
末
安
政
の
こ
ろ
に
は
ほ
ぼ
全
国
に
行
商
圏
を
ひ
ろ
げ
る
こ
と

が
で
き
た
。
大
和
売
薬
の
行
商
圏
の
拡
大
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
富
山
売
薬
と
競
合
す
る
こ
と
に
な
り
、
時
に
は
得
意
先
で
対
立
す
る

よ
う
な
こ
と
も
お
こ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
紛
争
を
避
け
る
た
め
に
も
、
互
い
に
協
定
を
取
り
か
わ
す
必
要
に
迫
ら
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。
一
八
六
六
年
（
慶
応
二
）
七
月
、
米
田
丈
助
以
下
七
一
人
の
大
和
の
業
者
と
越
中
国
富
山
惣
代
三
人
、
加
賀
領
総
代
二
人
と
の
間
に

取
り
か
わ
さ
れ
た
「
仲
間
取
締
議
定
書
連
印
帳
」
が
残
さ
れ
て
い
る
愈
蝿
雪
。
こ
こ
に
い
う
加
賀
領
は
、
加
賀
国
の
こ
と
で
は
な
く
富

山
藩
領
を
は
さ
ん
で
越
中
国
の
東
西
に
あ
っ
た
加
賀
藩
の
領
地
を
い
い
、
こ
こ
か
ら
も
多
く
の
売
薬
商
人
が
出
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の

弘
め
た
約
三
○
○
○
軒
の
得
意
先
か
ら
は
目
薬
だ
け
す
べ
て
引
上
げ
さ
せ
る
こ
と
に
し
、
今
後
は
東
国
に
お
け
る
太
兵
衛
・
善
七
郎
そ
れ

ぞ
れ
の
得
意
先
へ
は
双
方
と
も
互
に
売
込
み
に
入
ら
な
い
、
善
七
郎
は
大
和
の
ほ
か
西
国
三
三
か
国
へ
は
一
軒
と
て
も
売
薬
を
弘
め
る
こ

と
は
し
な
い
な
ど
と
い
う
こ
と
で
落
着
し
て
い
る
。

七
郎
が
一
‐
当
国
（
大
和
）
は
勿
論
西
国
三
十
三
ヶ
国
は
壱
軒
二
て
も
相
弘
メ
申
間
敷
候
」
と
い
う
約
束
で
、
中
嶋
家
の
売
薬
行
商
に
差
支
え

な
い
範
囲
で
太
兵
衛
か
ら
東
国
へ
の
行
商
が
認
め
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
ぞ
れ
が
子
の
代
に
な
っ
て
か
ら
、
善
七
郎
が
こ
の
約
定
に
背

い
て
大
和
・
河
内
に
置
薬
を
し
た
ば
か
り
か
、
東
国
で
も
中
嶋
家
に
迷
惑
を
か
け
た
ら
し
く
、
一
八
五
七
年
（
安
政
四
）
太
兵
衛
か
ら
訴
訟

に
及
び
、
善
七
郎
が
河
内
で
売
弘
め
た
約
三
○
○
軒
の
得
意
先
か
ら
配
置
薬
の
す
べ
て
引
上
げ
る
、
こ
れ
ま
で
大
和
の
三
七
一
か
村
へ
売

一
‐
議
定
取
締
書
」
の
内
容
は
、
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

一
、
近
年
薬
種
や
紙
類
が
高
値
に
な
っ
た
う
え
、
米
価
の
高
騰
に
と
も
な
い
運
送
料
・
宿
料
と
も
値
上
り
が
大
き
く
、
渡
世
相
続
が
難
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第2章大和売薬の成立と展儲

蕊織鍵
旧
生
国

一
・
近
年
捧
薬
が
ふ
え
て
紛
し
い
の
で
、
今
後
は
同
じ
錠
柄
の
も
の
で
も
文
字
や
筆
法
を
か
え
、

一
ブ
イ
可
叫
謂
オ
輯
侶
呈
、
垂
長
添
い
明
唱
玄
毛
や
今
属
ノ
坐
必
調
オ
四
旧
識
〃
１
Ｌ
寺
叱
顧
や
打
紗
斗
札
や
心
も
こ
し
」

や

し
く
な
っ
た
の
で
、
薬
価
を
す
べ
て
三
割
値
上
げ
す
る
こ
と

慶応2年（1866）仲間取締議定書連印帳

に
一
読
公
台
す
る
こ
と

一
、
得
意
先
で
値
引
き
を
し
た
り
、
虚
言
悪
口
を
申
す
も
の
が
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
今
後
は
そ
ん
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
相
慎
む
こ
と
に
し
、

も
し
心
得
違
い
の
者
が
あ
っ
て
確
か
な
証
拠
が
あ
れ
ば
、
仲
間
参
会
の

節
に
き
び
し
く
取
締
り
、
そ
の
節
の
入
用
は
当
人
に
出
さ
せ
る
こ
と

一
、
他
人
の
得
意
先
へ
あ
と
か
ら
出
向
い
て
行
き
、
値
引
き
を
し
て
自
分
の

薬
を
売
込
む
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
し
て
は
い
け
な
い
こ
と

一
、
諸
国
得
意
先
で
互
に
置
合
せ
に
な
っ
た
と
き
、
他
人
の
薬
を
け
な
し
自

分
の
薬
を
自
慢
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
（
心
得
違

い
が
あ
れ
ば
前
灸
条
同
様
と
す
る
）

梱
の
も
の
で
も
文
字
や
筆
法
を
か
聖
夷
紛
ら
た
し
く
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

一
、
商
売
と
は
い
え
一
服
一
粒
で
人
間
の
病
苦
を
救
う
も
の
だ
か
ら
、
大
切

一

一
、

不
奉
公
に
な
っ
た
奉
公
人
や
得
意
先
で
不
実
を
働
い
て
暇
を
出
さ
れ
た

奉
公
人
は
、
先
主
に
こ
と
わ
り
な
し
に
召
遣
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

奉
公
人
の
給
銀
は
、
一
か
年
に
つ
き
上
奉
公
人
は
銀
五
百
匁
、
中
奉
公
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こ
の
連
印
帳
に
名
を
連
ね
て
い
る
七
二
人
は
、
大
和
の
売
薬
業
者
の
う
ち
配
置
売
薬
に
従
っ
て
い
た
者
の
数
で
あ
ろ
う
。
配
置
売
薬
に

一
、
他
国
へ
赴
き
、
心
得
違
い
を
以
て
右
の
一
か
条
で
も
約
定
に
背
い
た
者
が
あ
れ
ば
、
取
締
所
へ
差
出
し
き
び
し
く
取
締
る
こ
と
。

会
費
用
を
割
り
ふ
る
こ
と

こ
れ
に
つ
い
て
の
費
用
は
不
法
人
の
方
で
支
払
う
こ
と

鰭
鴇醗

U

議定書連印帳末尾（富山，加賀領惣代の名が見える）

一
、
旅
行
中
、
酒
宴
遊
興
に
ふ
け
っ
た
り
、
博
変
な
ど
を
す
る
者
を
見
た

ら
、
き
び
し
く
意
見
を
加
え
、
聞
か
な
い
と
き
は
帳
面
や
荷
物
を
取
上

げ
て
国
元
へ
送
る
こ
と

一
、
旅
宿
で
頓
死
・
頓
病
・
長
煩
い
そ
の
ほ
か
ど
ん
な
こ
と
が
お
こ
っ
て

も
、
見
聞
次
第
馳
せ
つ
け
て
な
る
だ
け
世
話
を
し
て
や
る
こ
と

一
、
定
宿
に
つ
い
て
は
、
申
合
せ
て
同
宿
す
る
も
の
と
し
、
き
わ
め
て
不
都

合
の
あ
る
場
合
の
承
勝
手
す
る
こ
と

一
、
右
の
よ
う
に
取
締
る
こ
と
に
し
た
以
上
は
、
一
か
年
に
一
度
ず
つ
仲
間

の
差
支
え
の
な
い
よ
う
参
会
す
る
こ
と
。
そ
の
節
不
参
加
の
者
に
も
参

人
は
同
三
百
五
十
匁
、
↑
下
奉
公
人
は
同
二
百
匁
に
定
め
る
こ
と
§

一
、
置
合
せ
先
で
、
他
人
の
薬
袋
が
空
に
な
っ
て
い
た
場
合
、
こ
れ
を
引
上

げ
て
自
分
の
薬
を
入
れ
か
え
る
者
が
あ
る
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
絶
対
し

て
は
な
ら
な
い
こ
と
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第2章大和売薬の成立と展開

図3慶応2年（1866）配置売薬業者の分布

(慶応2年7月「仲間取締議定書連印帳」による）
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従
っ
て
い
な
い
者
建
富
山
な
い
し
加
賀
領
の
売
薬
行
商
人
と
の
取
り
き
め
に
加
わ
る
必
要
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
図
３
は
そ
の
分
布
を
“

示
し
た
も
の
だ
が
、
奈
良
盆
地
の
南
縁
部
に
集
中
し
、
今
住
・
市
尾
が
そ
の
中
心
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
、
一
八
六
三
年

（
文
久
三
）
の
「
組
合
取
締
連
印
帳
」
に
は
薬
種
屋
・
合
薬
屋
と
も
承
ら
れ
な
か
っ
た
土
佐
・
下
子
島
・
清
水
谷
な
ど
の
高
取
地
区
に
六
名

の
配
置
売
薬
業
者
の
現
れ
て
き
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
高
取
地
区
は
、
明
治
に
な
っ
て
大
和
売
薬
の
中
心
地
と
し
て
発
展
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。


